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修了時アンケート（大学院対象） 

対象 ：大学院 博士前期、修士論文提出者 

実施期間 ：2016 年 1 月 4 日(月)～6 日(水) 

実施方法 ：教務係へ論文を提出しに来た者に、アンケート用紙を配布し、すぐ側に設置した

回収箱へ投函してもらう。また回収箱は評価・広報室前掲示板にも設置した。 

論文提出者 ：75 名 

回答者数 ：72 名 

回答率 ：96％   2014 年度 87.8％ 

 

結果まとめ 質問ごとに(全体)（実数） 

【専門分野・コース】 所属する専門分野・コースは次のどれですか？ 

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z 
A

A

 
 

哲
学
哲
学
史 

現
代
思
想
文
化
学 

臨
床
哲
学 

中
国
哲
学 

イ
ン
ド
学
・
仏
教
学 

日
本
学 

日
本
史
学 

東
洋
史
学 

西
洋
史
学 

考
古
学 

人
文
地
理
学 

日
本
文
学 

比
較
文
学 

中
文 

国
語
学 

英
米
文
学 

ド
イ
ツ
文
学 

フ
ラ
ン
ス
文
学 

英
語
学 

日
本
語
学 

美
学
・
文
芸
学 

音
楽
学
・
演
劇
学 

美
術
史
学 

共
生
文
明
論 

ア
ー
ト
・
メ
デ
ィ
ア
論

文
学
環
境
論 

言
語
生
態
論 

専
修
名
無
効 

合
計 

4 0 1 2 1 5 7 4 1 1 2 6 0 0 2 0 1 0 0 8 2 5 6 3 8 2 0
1 72

28 30 13 

文化形態論 文化表現論 文化動態論   

  

質問１ あなたが所属する専門分野・コースにおいて開講されている講義や演習の数や種類は十分でし

たか？ 

A 非常に満足 B やや満足 C やや不満 D 非常に不満 E どちらとも言えない

40 29 3 0 0 

 

質問２ あなたが所属する専門分野・コースにおいて開講されている講義・演習・実習等のバランスは

適切だと思いますか？ 

A 強くそう思う B ややそう思う C あまり思わない D 全く思わない E どちらとも言えない

29 36 7 0 0 

 

質問３ あなたが所属する専門分野・コースにおいて開講されている授業の内容は、全体として満足で

きるものでしたか？ 

A 非常に満足 B やや満足 C やや不満 D 非常に不満 E どちらとも言えない

42 28 1 0 1 
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質問４ 文学研究科の教室や教育のための設備は、満足できるものでしたか？ 

A 非常に満足 B やや満足 C やや不満 D 非常に不満 E どちらとも言えない

25 27 14 4 2 

 

質問５ 修士論文の作成や日常の研究について、指導教員から十分な指導を受けることができました

か？ 

A 強くそう思う B ややそう思う C あまり思わない D 全く思わない E どちらとも言えない

46 19 5 2 0 

 

質問６ 大阪大学文学研究科での勉学は、全体として満足できるものでしたか？ 

A 非常に満足 B やや満足 C やや不満 D 非常に不満 E どちらとも言えない

41 25 5 0 1 

 

各質問の回答選択肢の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問７ 大阪大学文学研究科での教育全般について、より良くするための意見や要望があれば、自由に

書いて下さい。 

【授業について】 

・論文指導の演習を毎週して欲しい。 

【発表について】 

・発表の機会を増やす。 

・発表の場がほしいです。 

【文学研究科内の交流について】 

・各研究室間の相互交流がさらに盛んになれば良いと思います。 

・文学研究科生が交流する機会がもっと欲しかった。 

【設備について】 

・教室のマイクロフォンの機能を新しくした方が良いと思います。 
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自由記述欄についてのご回答 

文学研究科では、他専門分野の授業科目も広く受講できる体制を整えています。そのような場も利

用して、他分野・他研究室との交流の機会が広がることを期待しています。 

授業についても意見をいただきました。授業の方法や内容については、FD 研修などの場を通して

常に改善に取り組んできました。今後も努力を継続していきます。 

 


